
1 夏 秋 トマ ト側枝果房利用栽培における栽植様式

(園 試 野 菜花 き部 )

側枝呆房利用栽培の栽植儀式は慣行栽培と同じ畦幅 如0卸 、株問

40御 、 2条植 (250株 /a)と する。適応地域は県下全域。

( D 背景 と ね ら い

1)夏 秋 トマ トは 8月 が収穫最盛期であるが、比較的価格の安定する9月 は草勢の低下にともない

品質及 び収量の低下が著 しい。そのため 9月の品質、収量の向上対策が求められていた。

2)側 枝果房利用栽培で 9月の収量が慣行の 50～ 60%増 収することは、すでに明らかにしたが

裁植様式の違いで更に果実の肥大性や裂果の発生状況の違いが明らかになった。

12)技  術  内  容

1)側 枝呆房利用栽培の栽植様式は、慣行栽培と同じ うね幅 幻0例 、株間 40御 、 2条植 (a当 り

250株 )とする。

2)適  応  地  域   県 下全域

(3)指 導上の留着点

1)果 実肥大を重視する場合は、収量がやや劣るが、条間 90例 とする。

2)側 枝の摘心は側枝第 1果房上 2～ 3葉残して行う。また主枝果房の着呆数は慣行栽培に準じて

4果程度とするが、側枝呆房は2呆 残し、他は摘果する。

3)側 枝果房利用裁培は、呆実の肥大が低下 じやすいので、徒長苗、老 化苗の使用は避ける。

4)は 種期、肥培管理は慣行栽岩に準じてよい。

に)試 験成績の概要

1)試 験課題名  夏 秋 トマ ト側枝果房利用栽培における栽植様式

2)試 験年次および場所  昭 和 55～ 56年   岩 手県園芸試験場

3 ) 試験 方 法

働 供 試 条 件

昭和 55年

試 験 区 栽 植 様 式

① 条 間 70伽(250株/a)区

②  〃 9 0 御( 2 2 7  ″ ) 区

③  ″ 110餌(208 ″ )区

畦幅  釣 0御    株 間  4 0伽    2条 植

″  2 2 0御    〃   4 0御    〃

″   2 4 0て加      〃   4 0て加      ″

但 し、側枝秀」用法は 1～ 6段 果房直下側枝オu用とした。
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昭和 36年

区験試
式様植栽

① 条問 70御(250株/a)区

②    〃  9 0伽  ( 2 2 7    ″   )区

③ 〃 110御(208 ″ )区

畦幅  抑 0御   株 聞  40御  2条 植  条 間  70卸

″    220        〃    40       ″      ″    90

〃    240        ″    40       〃      ″   110

④ 休 問 44伽(227 ″ )区

⑤    ″  48伽  ( 208   ″   )区

44

48

〃

　

　

〃

０
　
０

如
　
如

拘
　
純

但し、側枝利用法は3～ 6段果房直下側枝利用とした。

0 1区 面積および区制  1区 16～ 19材 (40株 )2区 制

の 供 試 品 種  あづさ

0 は   種   期   55年 3月 24日 まと 5月 19日 定植

5 6 年 3 月 2 5 日 亡き 5 月 2 1 日 定植

4 ) 試験 結 果

働 55年 は 7月 以降の高温期の気温が比較的低めに経過 したため、果実の着果、肥大はむ しろ

良好であったが、56年 は 5～ 6月 の開花結実期からの異常低温のため、低段呆房の着果が劣

り、更に 8月以降の低温で果実の肥大が低下 した。

(/rl 株当り収量 と条間との関係では、条間が広いほど収量がまさる傾向を示したが、 a当 夕収量

では、逆に両年 とも条間の狭い 70勧 区がまさつた。しかし条間 90伽 区 と110御では年次間

差があり、一定の傾向はみられなかった。

lpl 良果の 1個 平均重は条問 90御 区がややなさり、出荷の中′い規格であるL級 (210～ 280')

の比率が高かった。このことは時期別 1個 平均重の推移でも同様の傾向がみられ 、特に 9月 以

降の後期の 1個平均重では明らかに条間、株間の広い区がまさる傾向を示 した。

口 9月 以降の後期収量は離 とも条問 70御 区がまさったが、条間 90切 、 110卸区の間では

年次により異なり、一定の傾向は認められなかった。

6〕 主要成果の具体的データー

※慣行区は主枝 1本 社立 (畦 幅 200御 、株間 40m、 2条 植条間 70m)
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40株 当り収1

試 験  区
良 果 格外果 合  計 1個平均重 障 害 果 a当 り 収量

個 数 重量 個数 重量 個数 重量 良果 合 計 嫉 病 果 裂果 区 長 豚
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□ 条間

霞   ″

90御 区

110切 区

55 56台 F     55  56台F     55 56台F     55  56台F     55 56均F     55  56均F

L L    L     M     S     S S    格 外

(280夕 以D(210～ 280)(180～ 210)(150～ 180)(120～ 150)(1釣 ″以下 )

第1図  規 格別収量比 (対 条聞 70卸 区 )

第 2表  時 期 別収量 (a当 り )

Eコ55年条間90切区

匡ョ56年条間90伽区

％

・ｏ

105

100

95

90

中
輔
図第

上 下  上  8名  下  上
1個平均重の時期別推移 (対条間 70伽 区 )

月
上

・０
下中

期

試  験  区
7 月 8 月 9 月 10月 9月 以降

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 収豊 収量比
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④株間 44御
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慣  行  区
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参 考  資  料   a当 り時期別収量 と販売金額

時  期  別 7 月 8 月 9月 1 0月 合  計

販売金額 同  比

平 均 単 価 118.8円 136.0円 144.8円 198。2円

55年 側枝利用

慣  行

306.9X移

358。1

4 6 5 . 0駒

411.9

419。4Kタ

260。6

― 賂 1 , 1 9 1 . 3駒

1,030。6

100,422

136,300

距
　
・０。

56年 側枝汗」用

慣  行

145.6

168.8

87.6

1 0 3 . 1

328.8

228.8

9.4

1.9

571μ

502.6

78,684

67,582

６

　

　

０

１

　

　

０

※単価は中央卸売市場における過去 5年 間の平均

G)残 された問題点

側枝果房利用栽培における適正着果量について
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